
しがアートコラボレーション事業 

令和９年度 協働事業の企画募集のお知らせ 

 

びわ湖芸術文化交流センター  Biwako Arts & Communication Center （以下

「BiWACC」という。）は、芸術文化の魅力を発信し、対話や交流を育むことで、芸術文化への参加

を広げ、創造的で人とひとが響き合う、文化力に満ちた滋賀の未来づくりに貢献することを使命

として活動しています。 

しがアートコラボレーション事業は、この BiWACC の使命を踏まえ、県内各地で展開される芸

術文化活動を協働というかたちで支え、多様な感性が息づき、文化や芸術を育む土壌をつくるこ

とを目的に実施します。現在、令和９年度の事業を募集しておりますので広く周知できますよう、

ご協力お願いいたします。 

 

「しがアートコラボレーション事業」について 

👉 地域とアートをつなぎ 誰もがワクワクする滋賀をめざして 

   BiWACC と協働で行う芸術事業を募集しています！ 

 

単なる公演や展示にとどまらず、教育、福祉、観光、産業、まちづくりなどさまざまな

分野と芸術文化を結び付けることで、新たな地域の魅力や人と人との交流をつくり、そ

の中で新しく生み出される価値観や感動が、地域の活力へとつながっていくことを目指

し、しがアートコラボレーション事業を実施します。 

 

募集要項概要 

【対象事業】 

  滋賀県内を活動拠点とし、広く一般に公開される芸術文化事業を募集します。 

 

【事業実施時期】 

令和９年(2027 年)５月１日（土）～令和 10 年(2028 年)２月 20 日（日） 

 

【応募期間】 

令和８年(2026 年)９月 14 日(月)～10 月 28 日（水）17:00 必着 

 

【対象者】 

・芸術文化活動者 

・芸術文化活動団体 

・公立文化ホールおよび芸術文化拠点となる場所の管理運営者 

 

【BiWACC 負担金】 

150 万円以下 

 

※詳細は以下の URL 掲載の募集要項をご確認ください。 

https://biwacc.jp/topic/1676/ 
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令和 7 年度の開催の様子 

 

 

 

https://biwacc.jp/topic/1676/


 

事前相談 

👉 事前相談も行っておりますので、「こんな内容はどうかな？」など、気軽にお問合せください。 

   【相談時間】 

１団体・グループにつき 30 分以内 

【期   間】 

令和８年(2026 年)８月 3 日（月）～10 月 21 日（水） 

期間内の(月)、(水)～(日)の９時～17 時の間 

 

アーツ・マネジメント・セミナー ＆ 談話会 開催 

しがアートコラボレーション事業の募集活動に合わせて、県内の文化芸術活動者のためのアーツ・マネジメン

ト・セミナーを開催します。 

 

👉 「しがアートコラボレーション事業」の本年度採択者を案内人に 

   地域の中で芸術文化を育てるためのヒントを、参加者みんなで一緒に考えます！ 

 

【開催概要】 

アーツ・マネジメント・セミナー ＆ 談話会 

滋賀のアートコーディネーターと考える ～あなたの活動に、ちょっと新しい視点を～ （全 2 回） 

 

一回目  『誰に、どんなものが届くだろう？ ― マーケティングから学ぶ』 

日  時：9 月 13 日（日）13：00～15：00 

場  所：ブックカフェ ハル（滋賀県大津市馬場２丁目１１−１１） 

案内人：大谷佑真（虎食み・㈱コネクトビビ）  

 

内  容：マーケティングは、集客のためだけの手法ではなく、活動の目的を実現するための考え方

です。届けたい相手を整理し、WebやSNS、広告、オフラインの施策などを効果的に組み

合わせながら、限られた予算でも実践できる広報の組み立て方や、分析方法などを学び

ます。 

 

二回目  『そこにいる“あなた”とともに ―「違い」を楽しみ、一緒につくる』 

日  時：10 月 17（土）19：00～21：00 

場  所：ブックカフェ ハル（滋賀県大津市馬場２丁目１１−１１） 

案内人：柳田安代（MEET BY CHANCE 代表） 

山口有子（和太鼓は世界をつなぐ滋賀夢プロジェクト/NPO 法人子育て研究会） 

 

内  容：アートや表現活動には、それぞれが抱えている「言葉にならないもの」への想像力を育み

「違い」や「わからなさ」も含め、肯定しあうことのできるような力があります。障がい者や

子どもたち、外国人と一緒につくる活動に取り組む二人をゲストに招き、「違い」を楽しみ

ながら同じ時間をわけ合って創作するヒントを考えます。 

 

【アーツ・マネジメント・セミナー案内人 プロフィール】 

 

大谷佑真（虎食み・㈱コネクトビビ）  

滋賀県長浜市を拠点に活動。劇団「虎食み」共同代表。劇場ではなく、図書館・

ギャラリー・野外などのオルタナティヴスペースでの上演企画を行う。㈱コネク

トビビ代表として、マーケティング・コンサルティング業務も行う。 

 

 

 

令和 8 年度しがアートコラボレーション事業では…… 

 図書館の野外ステージでの演劇を企画しています！ 

 

 



 

柳田安代（MEET BY CHANCE 代表） 

2017 年に滋賀県に移住しブラジル人学校サンタナ学園と出会い、国際交流·

多文化共生事業に携わる。外国人の友人達と本やアート、遊びを通じて、多文

化共生社会の創生を目指す。 

 

 

 

 

 

山口有子（和太鼓は世界をつなぐ滋賀夢プロジェクト/NPO 法人子育て研究会） 

和太鼓をこよなく愛す。教育現場で長年勤務したのち、障がい者の文化芸術活

動の支援などを行う。NPO 法人子育て研究会では、主に湖北・湖東地域プロ

グラム制作担当。 

 

 

    

 

     

 

Web サイト：https://biwacc.jp/ 

参考資料：募集チラシ、令和９年度しがアートコラボレーション事業募集要項、 

アーツマネジメントセミナーチラシ 

 

  

令和 8 年度しがアートコラボレーション事業では…… 

 英語学習×オペラ鑑賞の教育型アートプログラムに取り組んでいます！ 

 

 

令和 8 年度しがアートコラボレーション事業では…… 

 年齢・性別・障害など、様々な違いを越えたメンバーでの 

和太鼓パフォーマンスに取り組んでいます！ 

 

 



 



 

 



 



 



 


